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星を漂った男

改定情報
17.8.15　第1改訂

■シナリオ基本情報
▼作者
　あるばがるど（twitter：@Alba_gard）
▼プレイヤー人数
　3～4人
▼想定プレイ時間
　4～5時間程度
▼シナリオタグ
　メディア、宇宙災害救助、イワサキ

●このシナリオについて
　本シナリオは宇宙災害救助モノという、極めて特殊
なシチュエーションを取り扱っている。しかし、物語
の構造は非常にスタンダードで遊びやすく、また、キャ
ストたちの物語の舞台はN◎VAの中で完結する。
　遊ぶ人、場所を選ばずに楽しめるシナリオとなって
いる。

●シナリオレギュレーション
　本シナリオの想定レギュレーションを以下に記載す
る。
▼使用経験点
　0～50点程度
▼達成値制限
　制限なし。ゲストの最大達成値は21である。た
だし、支援によりこれを超えることがある。
▼ RL が使用するサプリメント
　『TNX』『TOS』『CTL』

■アクトトレーラー
　キャスト作成の前に、アクトのイメージを膨らませ
るため、以下のアクトトレーラーを読み上げること。
これはアクトのイメージを膨らませるのに役立つ。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

イワサキ・グループの軌道施設で起こった崩壊事故。
ひとりの宇宙作業員が、生きたまま、地球軌道上に
放り出された。
メガコーポは彼の救助を不可能と判断。捜索を拒否。
そして、この事故は闇に葬られるはずだった。

しかしウェブを漂うSOSに、地上の人々が気づい
た時、運命は動き出す。
タイムリミットまであと48時間。
彼はまだ……生きている！

たとえメガコーポが見放そうとも、人々があきらめ
なければ、きっと不可能は可能になる。
これはひとりの男を救けるために奔走した、名もな
きもの達のルポタージュ。

トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION

『星を漂った男』

かくて、運命の扉は開かれた。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

プレアクト情報
Pre-Act Info

星を漂った男
光り輝く星々の海。真空無重力、-270℃の
暗闇の地獄。そんな宇宙空間に、たったひと
り放り出された“星を漂う男”を救うため、
新
N ◎ V A

星市のキャストたちが奔走する。
（掲載日：2017.7.1）
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■キャスト作成
　プレアクトシート（アクトトレーラー、ハンドアウ
トなど）を参考にキャストを作成すること。

●クイックスタート
　本シナリオでは、以下のサンプルキャストを使用す
ることを推奨する。
『①トーキー』：遊撃記者
　（『TNX』P89、『HDB』P163）
『②フェイト』：不屈の探偵
　（『TNX』P83、『HDB』P160）
『③カブト』：現代の騎士
　（『TNX』P90、『HDB』P164）
『④ニューロ』：ニューロキッズ
　（『TNX』P98、『HDB』P168）

●必要な神業
　ゲストが使用する即死系神業だけでキャストが死亡
することを防ぐため、キャスト全員で2個以上の防御
系神業が必要となる。
　また《暴露》《真実》に使用方法が想定されている。

●主に使用する技能
　本シナリオの情報収集で主に使用する社会技能は、
〈社会：企業、メディア、テクノロジー〉などである。

●特記事項
　このシナリオは宇宙災害救助をテーマにしている
が、舞台はトーキョーＮ◎ＶＡとなる。キャストは直
接宇宙に行くことなく、救助計画を立案あるいは協力
し、その実現のために人と人とを繋いでいくことにな
る。
　“星を漂える男”ロビン・セルカークはエキストラ
である。彼は現在地球軌道上を漂っているが、ウェブ
を介して、全キャストと会話が可能である。
　また本シナリオではFS判定を行うシーンがある。

■キャスト間コネクション
　キャスト間のコネは以下の通りに取得する。
『①トーキー』→『②フェイト』→『③カブト』→『④
ニューロ』→『①トーキー』

③推奨スタイル：カブト
ScENARIO Handout

【PS：『①トーキー』を守る】

コネ：『①トーキー』 推奨スート：理性

　キミはフリーランスのボディーガードだ。全世界が“星を漂える男”のニュース
に注目する中、キミはその渦中にあるチャンネル99を訪れた。今回の依頼主は
結城あや。護衛対象は遭難者救出のために動く『①トーキー』。タイムリミットま
で二日間。不眠不休のタフな仕事になる。それに結城あやは気になることをいって
いた。この救出劇を心よく思わない誰かがいるかもしれない――。

①推奨スタイル：トーキー
ScENARIO Handout

【PS：世界を動かす】

コネ：“星を漂える男”ロビン・セルカーク 推奨スート：理性

　トーキーは人を救えない。メディアが事態を報じるのは、いつもすべてが終わっ
たあと……そうして暴いた真実さえ、巨大資本は簡単に握りつぶしてしまう。世界
は変わらない。
　だけど今度は違う。イワサキの軌道施設から宇宙空間へと放り出された作業員。
メガコーポは彼を見放した。キミの報道によって、世界中の人々を動かす。それが
彼を救う唯一の方法だ。

②推奨スタイル：フェイト
ScENARIO Handout

【PS：ロビン・セルカークと娘を再会させる】

コネ：“星を漂える男”ロビン・セルカーク 推奨スート：感情

　ロビン・セルカークは古い友人だ。あの頃、彼は宇宙を目指す若き技術者だった。
あれから時が流れ、DAKニュースが意外なかたちで彼の近況を知らせた。過酷な
宇宙労働者、メガコーポの哀れな犠牲者、“星を漂える男”として……。その、と
きの人から依頼がきた。「娘を探してほしい。もう十年以上も会ってないんだ……」
　雑音に歪んだ音声。これが彼の最期の願いになるかもしれない。

④推奨スタイル：ニューロ
ScENARIO Handout

【PS：偉業をなしとげる】

コネ：“星を漂える男”ロビン・セルカーク 推奨スート：感情

　ウェブはすぐれた才能をもちながら社会に貢献しない天才、あるいは変人のふき
だまりだ。キミもそのひとり。ある日、キミは微弱な無線通信を受信した。それは
宇宙遭難者からのSOSだった。彼のことはすぐに世界中でニュースになった。だ
がここで終わっちゃもったいない。この哀れな漂流者を自分の手で助ける。それっ
て……最高にニューロ！

アクトハンドアウト
各キャストには右記の設定が推奨・あるいは追加される。
キャスト作成時によくプレイヤーと相談すること。

各キャストには、以下の設定が推奨・追加される。
『①トーキー』：フリーランスの記者
『②フェイト』：フリーランスの探偵
『③カブト』：フリーランスのボディーガード
『④ニューロ』：フリーランスのハッカー
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●オープニング１：完全なる真空
ルーラーシーン

登場：不可

◆解説
　オープニング最初のシーン。すべての発端となった
ロビン・セルカークの悲劇、軌道施設事故の模様をえ
がく。

◆描写
　眼下の地球は遙か遠く、小さかった。
　長楕円軌道をえがき、地球を周回するイワサキの
軌道施設。その外壁にひとりの宇宙作業員がはりつ
いている。
　定期的な保守点検。それはなんの困難もない作業
のはずだった。しかし、その瞬間。軌道施設が膨れ
あがった。宇宙作業員の身体がふきとばされる。
▼セリフ：ロビン・セルカーク

「定時報告、ロビン・セルカーク。施設外遊泳中……

今日も天気は快晴。異常は……うわっ!?」

「くそっ、なんだってんだ。おい、なにが起こった。

コントロールルーム、応答しろ!?」

「おい、冗談だろ。俺はまだ生きているんだぞ。だれか、

だれかこたえてくれよ！」

◆結末
　崩壊する施設はどんどん遠ざかっていく。
　男の叫びは、真空にはばまれて、誰にも届かない。
　シーン終了。

●オープニング２：ほしのこえ
シーンプレイヤー：『④ニューロ』

登場：不可

◆解説
　『④ニューロ』のオープニング。ロビン・セルカー
クが発した無線通信を、偶然に傍受する。

◆描写
　そのSOSに最初に気がついたのは、キミだった。
　情
ウェブコンプレックス

報構造体の狭間から響いてくる、不思議なうめ
き声。いくつかの音声強調アルゴリズムをとおすと、
言葉はようやく意味をなした。
▼セリフ：ロビン・セルカーク
「……なあ、誰か……おおい、誰か」

「繋がった……のか!?　た、助かった……！」

「俺はロビン・セルカーク。イワサキの宇宙作業員だ

……。今、地球のまわりを回ってる。遭難したんだ。

作業中に事故でふっとばされて……怪我はたいしたこ

とはない。止血はすんだ。だが帰れない」

「なあ、誰でもいいから、会社に連絡して、救助をよ

こすようにいってくれ。俺はまだ生きてるんだ。助け

てくれよ」

◆結末
　『④ニューロ』の大発見は、すぐに主要メディアに
よって世界中に報じられた。人々は、孤独な遭難者の
存在に気がついたのだ。シーン終了。

■ストーリー
　高軌道に浮かぶイワサキ・グループの軌道実験施設
では、危険なウイルス兵器の研究がおこなわれていた。
しかし事故によってウイルスが流出してしまう。
　パンデミックを警戒したイワサキは、感染者を全員
処分した。しかしただひとり外壁の点検をしていた作
業員、ロビン・セルカークだけが例外だった。彼は事
故によって地球軌道上に投げ出され、遭難してしまっ
たのだ。
　イワサキは彼をこのまま見殺しにすることで、感染
の拡大をふせぐことを決定する。しかしロビン・セル
カークの無線通信を、地上の人々が拾ったために、キャ
スト達が救出に動き始めた。

　キャスト達はロビン・セルカークを救うためにひと
つひとつ課題を乗り越え、救出計画を現実のものにし
ていく。
　救出計画を阻止するために、イワサキ・グループは
岩崎御庭番衆のシノビ達を送りこむ。キャストが彼ら
と対決し、ロビン・セルカークの治療という最後の難
題を解決したなら、シナリオは終了する。

■クライマックスへの条件
　イベント7「たったひとつの冴えたやりかた」の後、
クライマックスになる。

ＲＬ用テキスト
Txt 4 Ruler

オープニングフェイズ
Opening Phase
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(*1) 保険
　結城あやは『①トーキー』が
襲撃を受けるという確信があっ
て、『③カブト』を呼んだわけ
ではない。
　『①トーキー』の仕事はそれ
だけ重要であり、もし万が一の
ことがあれば、チャンネル99
にとって大きな損失となるとい
うことだ。

●オープニング３：天獄と地国
シーンプレイヤー：『①トーキー』

登場：不可

◆解説
　『①トーキー』のオープニング。結城あやに呼び出
され、『①トーキー』の護衛を依頼される。

◆描写
　トーキーは人を救えない。メディアが事態を報じ
るのは、いつもすべてが終わったあと……そうして
暴いた真実さえ、大資本は簡単に握りつぶしてしま
う。世界は変わらない。だけど……今度の仕事は違
うかもしれない。
　チャンネル99の結城あやはキミにひとりの人物
を紹介した。ロビン・セルカーク。現在この地球上
にはいない人物だ。
▼セリフ：結城あや

「あるフリーのニューロがね、奇妙な通信を拾ったの。

それは軌道を漂流する遭難者からのSOSだった」

「ロビン・セルカーク。イワサキの軌道施設で、外壁

の整備作業中だった宇宙作業員。彼は事故で宇宙空間

にほうりだされた……」

「宇宙服の酸素はのこり二日分。イワサキは契約上救

難の義務はないと言い張ってる。誰も彼を救わない

……でも、彼はまだ生きてる」

「チャンネル99は彼の救命を目指して、最新情報を放

送するわ。『①トーキー』、あなたにはその現場に立っ

てほしいの」

▼セリフ：ロビン・セルカーク
「ノイズ混じりで悪いね。宇宙服の無線を使ってるも

んだから……。俺がロビン・セルカーク。今、いちば

ん天国に近い男さ」

「すまんな、まさかこんな大事になっちまうとは……。

泣いても笑ってもあと48時間。そのあいだ死神を待

つ以外やることもないんだ。いまさら助かるなんて期

待しちゃいないが、話し相手はおおいに歓迎するぜ」

◆結末
　ロビン・セルカークの声はおだやかだが、人生に対
するあきらめがにじんでいる。彼をこのまま死なせて
しまっていいわけがない。
　結城あやは必要経費として1ゴールド（5報酬点）
を支給する。『①トーキー』が承諾したなら、シーン
を終了する。

●オープニング４：老いた大地の底で
シーンプレイヤー：『③カブト』

登場：不可

◆解説
　『③カブト』のオープニング。『①トーキー』も自動
登場。結城あやに呼び出され、『①トーキー』の護衛
を依頼される。

◆描写
　世界は“星を漂える男”のニュースでもちきりだっ
た。街頭DAKやポケットロンの中で、哀れな漂流
者のことがくりかえし報じられている。
　そんななか、『③カブト』はチャンネル99に呼
び出された。出迎えたのは結城あやとひとりのトー
キーだった。
▼セリフ：結城あや
「よく来てくれたわね。紹介するわ、こっちが『①トー

キー』。うちと契約してるフリーランスのトーキー。

あなたの護衛対象よ」

「あなたもニュースは聞いたでしょ。例の宇宙遭難者

の件よ。悪いけど時間がないの。『①トーキー』には

タフな仕事をしてもらうことになるから、保険をかけ

たいのよ(*1)」

「今回の件でメガコーポの動向に注目が集まっている。

もしここでロビン・セルカークを救出すれば、企業イ

メージの向上が期待できるわ。けれどどこもだんまり。

なんだか嫌な予感がするの。ひょっとしたら救難を不

可能にしたい誰かがいるのかも……用心してね」

▼セリフ：ロビン・セルカーク
「よう、話はまとまったかい」

「ところですまない、誰か『②フェイト』っていう探

偵のアドレスを知らないかい。古い友達なんだが、

ちょっと頼みたいことがあってさ……」

◆結末
　結城あやは必要経費として『③カブト』に3シルバー
（3報酬点）を支給する。シーンを終了する。

“ 星を漂える男 ” ロビン・セルカーク

▼設定
　地球軌道上を回っている遭難者。まもなく
酸素が切れ、宇宙の藻屑となる運命である。
40代後半の中年男性。
　イワサキ・グループで雇用されている末端
の宇宙作業員で、施設の外壁点検中にほうり
だされた。チャンネル99でその運命が放
送されたことで、世界中の人々がその生死に
注目している。
　本人はすでに死の覚悟ができており、おど
けたふうにふるまっている。しかしその心中
をおしはかることは、誰にもできない。

エキストラ（タタラ）

No Image



5Neuro/CrowD No.35

星を漂った男

(*2)3 シ ル バ ー（3 報 酬 点 ）
が前払いされる
　 ロ ビ ン・ セ ル カ ー ク の
IANUSはウェブに接続してい
ない。宇宙服の無線通信によっ
て会話だけが可能だ。電子マ
ネーは使用できないため、チャ
ンネル99が立て替えている。

「なあ、話したっけかなぁ……俺には娘がいるんだよ。

親権はあいつに持ってかれちまったけどさぁ。名前

も変わってるらしくて、もうどこでなにしてるのか

……」

「十年以上会ってないんだ。あの子が幸せに暮らして

るのか。それだけでも調べちゃくれないか。最後に話

したいなんて、ぜいたくは言わないからさ……」

◆結末
　『②フェイト』が依頼を引き受けたなら、3シルバー
（3報酬点）が前払いされる (*2)。シーンを終了する。
　『クロス・ザ・ライン』掲載の追加ルール、SPSを
採用している場合、オープニングフェイズが終了した
時点で、［SPS：ロビン・セルカークを救う（経験点5
点）］をキャスト全員に渡す。

●オープニング５：おれには口がない、それでもおれは叫ぶ
シーンプレイヤー：『②フェイト』

登場：不可

◆解説
　『②フェイト』のオープニング。旧友であるロビン・
セルカークから娘の捜索を依頼される。

◆描写
　『②フェイト』の探偵事務所に突然のコール。ア
ドレスはチャンネル99から。けれど、ポケットロ
ンから聞こえてきたのは、懐かしい声だった。
　ロビン・セルカーク。今、世間を騒がせている宇
宙遭難者。そしてキミの古い友人だ。
▼セリフ：ロビン・セルカーク

「よう、ひさしぶりだな、『②フェイト』」

「ご覧のありさまだよ。天上人の仲間入りなんていっ

てもさ。しょせんは末端の宇宙労働者。メガコーポの

使い捨てさ。放射線やデブリにやられても訴えないっ

て、長い同意書にサインして……最後は結局こんなオ

チさ」

　ロビン・セルカークはキャスト全員とチームを組む。
キャストが登場するシーンでは、いつでも会話が可能
である。
　ただしプレイヤーは任意にチームを解消できる。

●イベント１：マトリックス
条件：リサーチフェイズ最初のシーン

シーンプレイヤー：『④ニューロ』

　（いない場合は『①トーキー』）

登場：〈社会：企業、メディア〉10／SR：グリーン

◆解説
　“星を漂える男”報道に対する、人々の反応をえが
くシーン。

◆描写
　“星を漂える男”の話題をあつかうウェブフォー
ラム。そこには、世界中から人々がアクセスしてき
ていた。
　彼らはチャンネル99の報道を見ながら、意見を
ぶつけあっている。
▼セリフ：ニュース番組

「イワサキの広報担当者は『事件は大変遺憾だが、方

針は変わらない』と説明しています。他のメガコーポ

も『救出は現実的に難しい』と調査結果を発表してお

り、“星を漂える男”の帰還は絶望的です」

▼セリフ：集まった人々
「ロビン・セルカークは我々のすぐ頭の上を回ってい

るんだ。なのに、助けられないなんて、そんな馬鹿な！

今はスペースコロニーにバカンスに出かける時代なん

だぞ」

「メガコーポは金を出すのをいやがっているんだ。労

働者のかわりなんて、いくらでもいるってわけさ！」

「各界の専門家達も、この事故に興味を抱いて、フォー

ラムに集まってきてる。私達にもできることがあるは

ずだ……」

◆結末
　登場したキャストが会話をしたなら、シーンを終了
する。

●イベント２：昔には帰れない
条件：［礎典子のアドレス］に向かった

シーンプレイヤー：『②フェイト』

登場：〈社会：企業、メディア、社交界〉12／SR：ホワイト

◆解説
　キャストが礎典子を訪ねるシーン。
　礎典子はみずからの素性を調べあげ、プライベート
に踏み入るキャスト達に苛立つ。彼女はスポークス
パーソンとしての仮面を脱ぎ、キャストに辛辣な言葉
をかける。

リサーチフェイズ
Research Phase
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(*3) 母であり礎家であり、イ
ワサキ・グループ
　礎典子の現在の両親は恋愛結
婚であり、今も夫婦仲は良好。
血のつながらない父も、典子に
よくしてくれているという。
　それだけに礎典子は恩をかえ
すためにも、エグゼクとして成
果をあげたいと考えている。

◆描写
　Ｎ◎ＶＡにそびえたつイワサキ・グループのアー
コロジー。キミ達は礎典子のオフィスに通された。
　スーツを着こなすやり手の女エグゼク。模範的な
天上人。どう見てもロビン・セルカークとは正反対
の人物に思える。同じメガコーポの端と端で、ふた
りはどのような人生を歩んできたのだろうか。
▼セリフ：礎典子

「今回の事故について、私達、イワサキ・グループは

地上の人々にあらぬ誤解をうけているようなのです。

この不幸な行き違いを解決するためであれば、取材は

歓迎します」

（救出について）「イワサキも今回の件は、大変残念に

思っています。しかし彼の救出を断念したのは、なに

も救助費用だけの問題ではありません。タイムリミッ

トまでに回収する手段が存在しないのです。残念です

が、彼はもう……」

（親子関係について）「……よく調べましたね。おっ

しゃるとおりです。ロビン・セルカークは私の実父で

す。でも、私は父とは思っていません。私を育ててく

れたのは母であり礎家であり、イワサキ・グループで

す(*3)」

「ロビン・セルカークは宇宙を夢見て、軌道にのぼり

ました。しかし成功することはできなかった。苛立っ

た彼は当時、母にいろいろとひどいことを言っていま

した」

「そんなふうに私達を振り回しておいて、結局、彼は

家庭も仕事もあきらめてしまった。自分の人生を変え

るチャンスは、幾度もあったはずなのに、その努力を

怠った。私は彼のような人間がいちばん嫌いなんです」

「私は、彼が死んでもいいだなんて思っていませんっ！

　しかし何億、何兆の資産を投じようと、彼を救出す

る方法は存在しない。それがイワサキのレスキュー

チームの出した結論です。メガコーポが不可能と断じ

たことを、あなたがたに実現できるとでも？」

「……思いあがりもはなはだしいですね。自分の無力

から目をそらし、巨大資本を声高に非難する。大衆に

とって、きっととても簡単で楽しい娯楽なのでしょう

ね。さあ、お帰りはあちらからどうぞ」

▼セリフ：ロビン・セルカーク
「あ、う……それは、その……はい。私は人間のクズ

です」

「なんてこった、まさか娘が上司になっていたとは」

「いや、わかってた。わかってさ。俺の人生こんなも

んだって。娘が元気にやれてて、俺なんかより上等な

人生を送ってるってわかったんだ。これで十分さ。あ

りがとよ、『②フェイト』」

◆結末
　イワサキ・グループも礎典子も、ロビン・セルカー
クの運命をすでにあきらめているようだった。

　しかしその一方、ウェブではニュースを見た有志が
集まり、遭難救助計画の検討がはじまっていた。この
シーンに登場したキャストはキーワードリンク【遭難
救助計画立案】を得る。シーンを終了する。

●イベント３：我が赴くは星の群
条件：［ワッケーロのアドレス］に向かった

シーンプレあイヤー：任意のキャスト

登場：〈社会：ストリート〉10／SR：イエロー

◆解説 1
　人工衛星解体業者ワッケーロの事務所を訪ねるシー
ン。事務所にいる社長は事情を聞くと、協力を約束し
てくれる。

◆描写 1
　人工衛星解体業者ワッケーロの事務所は、木更タ
タラ街の片隅にあった。建て増しをくりかえしたボ
ロい事務所。外壁には派手な落書きがそのまま放置
されている。
　そこから筋骨隆々とした船乗りが顔をだした。
▼セリフ：ワッケーロの社長
「宇宙遭難者ぁ？　あー、ゆうべは呑んでたから、DAK

ニュースは見てねえんだ。そんで、そいつがどうしたっ

ていうんだ？」

「おい、ロビン・セルカークじゃねえか！　地味だが

いい仕事するアストロノートだ。うちの若いのにも、

こいつの世話になったのが何人もいる。おい、俺にで

きることならなんだってするぜ」

「……だがうちのオンボロは遭難者のキャッチャー

ミットじゃないんだ。今の装備でやるなら、機体制御

プログラムを業者に特注せにゃならん。推進剤も貯蓄

をぜんぶ使いきっちまう……おい予算、でるのか？」

「宇宙事業っていうのはな、いつも死の危険と隣合わ

せなんだ。けどな。誰かが必ず助けてくれる……そう

信じられるから、みんな真空に出ていけるんだ。だか

ら、絶対に見捨てちゃいけねぇ」

礎 典子（いしずえ・のりこ）

▼設定
「メガコーポが不可能と断じたことを、あな
たがたに実現できるとでも？」
　オービタル・イワサキに勤務する若きエグ
ゼク。18歳女性。古くからイワサキ・グルー
プに所属する名家礎家の令嬢だが、じつはロ
ビン・セルカークの実子である。今回は“星
を漂える男”の報道に対処するため、スポー
クスパーソンとしてＮ◎ＶＡに降り立った。
　礎家と血がつながっていないという引け目
もあり、家名にふさわしい功績をあげようと
気負いすぎている面もある。素直ではないが、
漂流する父の身を案じている。エキストラ（エグゼク）

No Image
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　そこにはニューロエイジを指先ひとつで動かす各
組織の要人達が集まっていた。しかしプレゼンに対
する彼らの反応は、冷ややかなものだった。
　……ただひとりをのぞいては。
▼セリフ：稲垣光平
「はっ、ばかばかしい。おまえら本気で言ってんのか!?」

「なんで大金使ってそんなしょぼいおっさんひとり助

けなきゃならねえんだ。ん？」

「それにそのおっさん、どうせ助かる目がねえんだろ。

ならかわいいマネキンに貢いだほうが、よっぽど有意

義だぜ」

▼セリフ：千早雅之
「……申し訳ありませんが、私どもは支援できません」

「彼の救出は不可能。千早もイワサキ・グループと、

同じ見解です……それでは失礼します」（退出する）

▼セリフ：キャロル・フェスラー
「……いいですよ。セルカーク氏の救出が実現可能で

あるというのなら、僕は支援します。ですが、今のプ

ランでは不可能です」

「現在一般公開されている宇宙航路図は不完全です。

フェスラー家が私的に保有している観測衛星のデータ

をご提供しましょう。これを見てください」

「ゴールド・フリートの伝説をご存じですか？　船乗

りのあいだで伝わる、未確認のスペースデブリ群です。

一般には公表されていませんが、それは実在します」

「セルカーク氏の軌道と交差するように、ゴールド・

フリートが移動しています。このままだとセルカーク

氏と衝突するでしょう……日本の軍艦であってもこの

デブリ群に突入すればスクラップになる。とても無事

ではすみません」

「さあ、あなたがたはこの不可能を可能にできます

か？」

「地球には、特定のメガコーポに属さない人々が何

十億人も存在する。彼らの力があれば、メガコーポが

なしえなかった奇跡も、起こるかもしれません……期

待していますよ」

◆結末
　このシーンに登場したキャストはキーワードリンク
【ゴールド・フリート】を得る。シーンを終了する。

「うちはメガコーポでやってけなかった技術者の寄り

合い所帯さ。だがどいつも実力は折り紙つき。メガコー

ポのやつらができないって泣き言わめくならしょうが

ねえ。俺らがやってやるぜ！」

▼セリフ：現地スタッフ（ゴースト）
「ちょっと!?　社長偉そうなこと言ってますけど、身

体はるのは現場の俺達じゃないですか!?」

「ええ、まあやるに決まってますけどね！」

◆解説 2
　ワッケーロの社長との話がまとまったところで、イ
ワサキ情報処理局のニンジャ諜報部隊が襲撃をしかけ
てくる。

◆カット進行
　カット進行が発生する。敵は以下のとおり。
・ニンジャ諜報部隊（カゲ・トループ）×3　　CS：6
　トループの人数はそれぞれ10人とし、近距離に配
置する。トループのデータは『TOS』P145を使用する。

◆描写 2
　話がまとまったかに思えた、ちょうどそのとき。
　編笠をまぶかにかぶり、顔を隠した集団が、室内
になだれこんでくる。彼らはその懐から刃をぬき、
じりじりとにじりよってきた。
▼セリフ：ニンジャ諜報部隊

「鼠、罠にかかりけり。グリーンエリアならいざしらず、

このような街はずれのあばら家におもむくなど愚の骨

頂。ここで何匹消えたとて、猟犬どもは気づくまい」

「お命、頂戴つかまつる。南無三……」

▼セリフ：ワッケーロの社長
「お、おい。あばら家とはなんだ！　うちの社屋にな

んか文句でもあんのか！　っていうかなんなんだてめ

えら!?」

「この宇宙時代に忍者だと？　くるってやがる……」

◆結末
　このシーンに登場したキャストはキーワードリンク
【忍者襲撃】を得る。シーンを終了する。

●イベント４：黄金の船が――おお！おお！おお！
条件：キャストが［会談会場のアドレス］に向かった

シーンプレイヤー：任意のキャスト

登場：〈社会：企業、社交界〉12／SR：ホワイト

◆解説
　キャストが会談会場におもむき、資金援助をもとめ
るシーン。稲垣光平と千早雅之は冷淡な態度だが、キャ
ロル・フェスラーが関心をしめす。彼は現在の救助計
画の欠陥を指摘し、ロビン・セルカークにせまるスペー
スデブリ群についてのデータを提供する。

◆描写
　Ｎ◎ＶＡとフェスラー公国がともに利用する港湾
施設に関する会議。
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(*4) 通信が途切れる
　さざれ石が、あたりのウェブ
を支配し、妨害している。あく
まで演出であり、キャストのア
クションが制限されることはな
い。

◆描写
　夜のＮ◎ＶＡを埋め尽くす、きらびやかな地上の
星々。摩天楼のてっぺんに、あるはずのない影があっ
た。編笠をかぶった痩躯の中年が、薄く笑う。
「ゴールド・フリートにそんなものが眠っていたと
はな……やつら、奇策をあみだしものだ」
　そのかたわらで、うら若き美男子がいまいましげ
に指の爪を噛みしめた。
▼セリフ：さざれ石
「なんたる失態！　下忍どもがしくじりさえしなけれ

ば、このようなことにはならなかったものを……」

「あの礎典子なる女、余計な真似をしてくれました。

始末しますか？」

▼セリフ：飛礫ジロウ
「礎典子は優秀なエグゼクだ。あのような人物が将来、

イワサキの光を担うことになる。彼女は真実を知らぬ

のだ。この愚行を責めることはできん……」

「こたびの件は、誰にも知られず、我ら闇の者で片付

けねばならない。そう篁会長はおっしゃった。やつに

はこのまま星屑となってもらうほかはない……」

「今こそイワサキの大恩に対し、われら奉公をもって

こたえるとき」

◆結末
　いつのまにかふたりの周囲には、同じく黒装束の
ものたちが集まっていた。
「御恩と奉公！」「御恩と奉公！」
　忍者達が唱和し、闇に消える。
　シーンを終了する。

●イベント７：たったひとつの冴えたやりかた
条件：「●イベント6」の直後

シーンプレイヤー：『②フェイト』

◆解説
　時間は礎典子との会話の直後。キャスト全員が集合
しているところに、ゲストが襲撃してくるシーン。
　キャストが飛礫ジロウに《真実》を使用すると、ロ
ビン・セルカークがウイルス兵器に感染していること
を話す。プレイヤーがロビン・セルカークの救出方法
について尋ねたなら、FS判定について説明すること。

◆描写
　これでロビン・セルカークを救うことができる。
あとはただこの計画を実行に移すだけだ。
▼セリフ：ロビン・セルカーク
「俺は助かるのか。本当に……？」

「ありがとう。俺は……なんだ？　急に、音が（雑音

がひどくなり、通信が途切れる）(*4)」

▼セリフ：飛礫ジロウ
「悪いが、その救助計画は失敗してもらわなくては困

るのだ」

●イベント５：星の海に魂の帆をかけた女
条件：「●イベント3」のあと、【遭難者の位置】【重

力兵器のアクセス権】のすべての情報を得たキャスト

が［礎典子のアドレス］に向かった

シーンプレイヤー：任意のキャスト

登場：〈社会：企業、メディア、社交界〉12／SR：ホワイト

◆解説
　重力兵器ホーキングレガシーのアクセス権を求め
て、礎典子のもとを訪れるシーン。礎典子は実現性の
高い救難計画を読んでおどろき、これまでの考えを変
える。

◆描写
　キミ達の再訪を女エグゼクは、眉ひとつ動かさず
にむかえる。しかしキミ達が差し出したプランに目
を通すと、彼女は目を見開いた。
▼セリフ：礎典子

「こ、このプランは……？　こんなことが可能なんで

すか!?」

「重力兵器ホーキングレガシー……ええ、たしかにそ

の権利は礎家がもっています。私が承認すれば、ロビ

ン・セルカークは助かるというのですね」

「わかりました。あなたがたの勝ちです。これで彼が

助かるというのなら、ご協力しましょう」

「……ロビン・セルカークは母にとって最悪の夫でし

た。でも私にとってはただやさしい父親だったんです。

幼いころのしあわせな思い出に嘘はつけません」

「お願いします、皆さん。どうか父を……助けてくだ

さい」

「たとえ不可能に思えることでも、地球の裏側の人が、

なにか解決策をもっているかもしれない……。多くの

人々に声をとどけることで、なしとげられる奇跡があ

るんですね」

（忍者襲撃について）「なんのことですか？　イワサキ

が父を救けなかったのはそれが現実的に困難だったか

らです。あなたがたを邪魔だてする理由はありません」

◆結末
　こうしてロビン・セルカーク救出計画は完成した。
キャスト達の行動が、この星に暮らす多くの人々をつ
なぎ、奇跡を起こしたのだ。今や全世界の人々が、“星
を漂える男”の行く末を、固唾を呑んで見守っている。
　シーンを終了する。

●イベント６：無限の暗殺者
条件：「●イベント5」の直後

ルーラーシーン

登場：不可

◆解説
　岩崎御庭番衆をえがくルーラーシーン。
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(*5) 事故で流出した
　そもそもの事故原因は環境制
御系システムの不具合だった。
これにより宇宙施設崩壊の数時
間前には、施設中にウイルスが
飛散していた。同時に漏出した
可燃性ガスが引火し、施設を崩
壊させることとなった。
　しかしそもそもこうしたウイ
ルスの流出事故を警戒して、研
究施設は高軌道に置かれてい
た。もし軌道施設が濫立する低
軌道やラグランジュ・ポイント
で事故が起こったなら、パンデ
ミックの防止はより難しくなっ
ただろう。

(*6) 高軌道を周回中
　ロビン・セルカークは地球を
周回しているため、理論上は軌
道施設で待っていれば、いつか
一周して戻ってくる。
　しかしそれには二日以上かか
り、その前に酸素が尽きるだろ
う。

(*7) 学友と結婚
　ロビン・セルカークの元妻は、
イワサキのクグツの娘だった。
ロビンがイワサキに就職したの
も、その縁があってのことだ。

◆ロビン・セルカークの半生
〈社会：企業、メディア〉〈コネ：ロビン・セルカーク〉
8	 イワサキに雇用された宇宙作業員。過酷な労働

条件で働く末端の労働者。
10	 Ｎ◎ＶＡ出身。新星帝都大学で宇宙工学を修め

ている。卒業後、軌道にのぼったが大成せず、
現在の仕事についた。

12	 大学時代の学友と結婚し、一人娘をもうけた
(*7)。しかしのちに離婚。娘は母親についていっ
ている。

15	 現在、娘は【礎典子】と名を変えている。

◆イワサキの発表
〈社会：企業、メディア〉
10	 ロビン・セルカークの救助には、莫大な資金が

必要となる。こうしたケースでは、雇用主は救
出を打ち切ることが契約書に明記されている。
ロビンも事前にサインしており、イワサキに救
出の法的義務はない。

12	 イワサキのスポークスパーソン、【礎典子】が
この件の窓口になっている。交渉が可能かもし
れない。

◆軌道施設崩壊事故
〈社会：企業、メディア、テクノロジー〉
8	 イワサキ・グループの軌道実験施設で起こった

崩壊事故。施設にいた搭乗員50人余りが犠牲
となった。原因は環境制御系システムの不具合
による、可燃性ガスの漏出。および火災である。

10	 ロビン・セルカークは外壁点検作業中に事故に
あい、投げ出された。ロビン・セルカーク以外
の生存者はいない。

12	 施設は静止軌道のさらに外側を、長楕円軌道に
のって周回している。類似の軌道をとる有人衛
星は他にない。

◆礎
いしずえのりこ

典子
〈社会：企業、メディア、社交界〉
10	 イワサキグループの若きエグゼク。スポークス

パーソンとして、Ｎ◎ＶＡで加熱するロビン・
セルカーク報道に対応している。オービタル・
イワサキに務める天上人だが、幼い頃Ｎ◎ＶＡ
で育った経験を買われ、今回の仕事に選ばれた。

12	 イワサキ・グループを支える礎家の令嬢。しか
し再婚である母の連れ子であり、一族と血のつ
ながりはない。

14	 ロビン・セルカークの実子である。
16	 ［礎典子のアドレス］を入手する。

「おまえ達はよくやった。だが、やりすぎた。消えて

もらうぞ……」

（キャストが《真実》を使用する）「あの施設で研究さ

れていたのは千早とイワサキが共同開発した新型のウ

イルス兵器だ。だがそのうちもっとも危険な突然変異

体が、事故で流出した(*5)。治療方法はない」

「事故の生存者は全員感染が確認され、即刻処分され

た。ロビン・セルカークもそれに感染してることが、

宇宙服のヘルスチェックでわかっている。やつが人の

世界に触れたが最後、パンデミックが起こる。安全な

隔離は不可能だ」

「誰もやつに救いの手をさしのべることはできなかっ

た。他のメガコーポも静観を約束した。やつが宇宙に

消えれば、すべてがまるくおさまる。だが、おまえ達

は救出プランをつくりあげてしまった……」

「我々の用意した最高のスタッフと設備をもってして

も、治療プロトコルの確立には数日の時間が必要だ。

そして、ロビン・セルカークにその時間はない」

「イワサキの企業倫理を非難するならば勝手にしろ。

だがやつが帰還すれば、人類は甚大な被害をこうむる。

おまえ達の努力は讃えよう。だがやつには犠牲となっ

てもらうほかはない」

「真実を知ったからには、いよいよ生かして帰すわけ

にはいかなくなった」

◆結末
　一連の会話を終えたなら、シーンを終了する。クラ
イマックスに移行する。

■情報項目
　各キャストが最初から得ており、情報収集が可能な
キーワードは以下のとおり。
全キャスト：ロビン・セルカークの状況、ロビン・
セルカークの半生、イワサキの発表

◆ロビン・セルカークの状況
〈社会：企業、メディア〉〈コネ：ロビン・セルカーク〉
8	 イワサキに雇用された宇宙作業員。外壁の点検

作業中に【軌道施設崩壊事故】が起こり、地球
軌道上に放り出された。現在、高軌道を周回中
(*6)。

10	 宇宙服の酸素はそう長くはもたない。このまま
では遠からず死に至るだろう。

12	 ニュースを見た人々から、ロビン・セルカーク
の救命を目指す運動がはじまった。人権団体な
ども支援を表明している。
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(*8) 北米連合の通信傍受衛星
　もちろん本来であれば機密情
報であり、ウェブに流れるはず
がない。たまたま衛星に侵入し
ていたスパイウェアが、情報を
外に流しているようだ。

(*9) ワッケーロ
　役目を終えた人工衛星をその
ままにしておくと、他の人工衛
星と衝突する危険がある。そこ
で廃棄時には高度をあげ、現役
の人工衛星の邪魔にならない高
軌道へと移動する。この人工衛
星の捨て場所のことを、墓場軌
道と呼ぶ。
　ワッケーロはこの墓場軌道を
活動の場とし、古い人工衛星の
解体、パーツの収集をおこなう
宇宙時代の "墓場荒し "である。
　なおワッケーロという企業名
は、インカ文化の盗掘者を指す
語に由来している。

◆ゴールド・フリート
〈社会：企業、テクノロジー〉
10	 ありえない軌道をえがく宇宙廃棄物、スペース

デブリの群れ。船乗りのあいだでたびたび目撃
され、伝説として知られている。

14	 実在しており、ロビン・セルカークの軌道に接近し
ている。突入すればミンチになってしまうだろう。

16	 災厄前後の遺物が今なお眠っている。それぞれ
の遺物の所有権は、天上人のあいだで複雑に絡
み合っている。彼らは盗掘者をおそれ、今もゴー
ルド・フリートの存在を隠している。

18	 遺物の中には、重力兵器ホーキングレガシーが
ある。奇妙な軌道もその影響だ。これをコント
ロールできればゴールド・フリートの軌道を変
えることができる。それには【重力兵器のアク
セス権】が必要だ。

◆重力兵器のアクセス権
〈社会：企業、社交界〉
14	 重力兵器ホーキングレガシーの所有権はイワサ

キ・グループの礎家がもっている。
16	 礎典子の承認があればアクセスできるが、遭難救

助計画における3つの課題すべてに解決の見通
しがたたないかぎり、首を縦にはふらないだろう。

◆忍者襲撃
〈社会：ストリート、企業〉
10	 イワサキの非合法工作部門、情報処理局の工作員だ。
12	 岩崎御庭番衆のシノビ【飛礫ジロウ】と【さざ

れ石】によって率いられている。彼らはイワサ
キ・グループ会長、篁綾じきじきの密命を帯び
ているようだ。

◆飛
つ ぶ て

礫ジロウ
〈社会：ストリート、企業〉
12	 岩崎御庭番衆のシノビ。社への奉公をよろこび

とする模範的なクグツ。軍用義体による暗殺術
を得意とする。

15	 飛礫ジロウは《完全偽装》を使用して、ロビン・
セルカークにまつわる秘密を隠蔽している。無
事に救助を成功させるためには、真実を知る必
要があるだろう。そのためには、飛礫ジロウ本
人に問いただすしかない。

◆さざれ石
〈社会：ストリート、企業〉
12	 岩崎御庭番衆の若衆。線のほそい美男子。拡張

現実をもちいた幻術で、敵を惑わすニューロ。
15	 入社以来、飛礫ジロウのもとで働いており、夫

婦以上の絆でむすばれている。

◆遭難救助計画立案
〈社会：テクノロジー〉
8	 世界中から有志がつどい、ロビン・セルカーク

救出計画の立案検討をはじめる。しかし解決不
能な課題が3つ残されている。

10	 【遭難者の位置】の特定。現在、メディアに流
れている遭難者の軌道は、イワサキ提供の事故
資料から割り出した推測にすぎない。

12	 遭難者にコンタクト可能な【宇宙船の確保】。
いかなるメガコーポも救助が可能な位置に、船
舶を保有していない。

14	 救助計画のための【予算の確保】。後援者が必
要だ。

◆遭難者の位置
〈電脳〉〈社会：テクノロジー〉
6	 原理的には無線通信の発信元をたどれば、ロビ

ン・セルカークの位置は特定可能である。しか
し遭難者の音声はウェブ上のあちこちを経由し
ており、もともとどこで拾われているのかわか
らない。

14	 ロビン・セルカークの無線通信は、北米連合の
通信傍受衛星が拾ったものらしい(*8)。

18	 ロビン・セルカークの位置を捕捉した。

◆宇宙船の確保
〈社会：企業、メディア、テクノロジー〉
10	 ロビン・セルカークは地球から遠い軌道を周回

している。メガコーポの宇宙船はとても間に合
わない。

14	 墓場軌道に投棄された人工衛星の解体業者ワッ
ケーロの現場スタッフが、近傍の拠点におり、
コンタクト可能かもしれない(*9)。ワッケーロ
はＮ◎ＶＡに事務所を構えている。［ワッケー
ロのアドレス］を入手する。

16	 数時間前、ワッケーロの事務所付近で忍者が目
撃されている。

◆予算の確保
〈信用〉〈社会：企業、メディア、社交界〉
8	 世界中から募金が集まっている。しかしメガ

コーポが消極的なため、エグゼクやクロマクの
反応はにぶい。

14	 Ｎ◎ＶＡの要人が出席する会議が開催される。
その休憩時間にプレゼンをおこなう機会をとり
つけることができた。ここで支援を約束しても
らえれば、計画は現実味を帯びるだろう。［会
談会場のアドレス］を入手する。
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(*10) 岩 崎 御 庭 番 衆 は 2 ト
ループずつ新たに追加される
　プレイヤーが3人の場合は、
1トループずつに変更する。
　またキャストに戦闘で使用で
きる神業が少ないようであれ
ば、この効果をさざれ石の《天
罰》によるものとし、《天罰》
を使用済みにするとよい。その
場合、キャストが《天罰》をな
んらかの神業で打ち消したな
ら、トループはそれ以上追加さ
れない。

(*11) 人魂
　さざれ石のアイコン。本人
は数百メートル先のビルから、
キャスト達を油断なく見張って
いる。
　各カットにあらわれるトルー
プ達も、都市の闇のあちこちに
隠れているのだ。

●クライマックス１：老いたる霊長類の星への賛歌
シーンプレイヤー：『①トーキー』

◆解説
　キャスト達は岩崎御庭番衆と対決する。ロビン・セ
ルカークはウイルスに感染しており、治療が必要だ。
治療プロトコル確立のためには。カット進行と並行し
てFS判定で成功する必要がある。

◆カット進行
　カット進行が発生する。敵は以下のとおり。
・飛礫ジロウ	 CS：10
・さざれ石		 CS：9
・岩崎御庭番衆（カゲ・トループ）×1　CS：4
　トループの人数は20人とする。
　キャスト達を1エンゲージとし、飛礫ジロウを近距
離、岩崎御庭番衆を中距離、さざれ石を遠距離に配置
する。ただし各カットのクリンナッププロセスに、岩
崎御庭番衆は2トループずつ新たに追加される (*10)。
配置はRLが決定する。
　同時に［FS判定：ロビン・セルカーク治療計画］
が並行して行われる。

　ただしそのためには《暴露》によって世界中の人々
に呼びかけ、協力をあおがなければならない。《暴露》
を使用せずに、FS判定を行うと自動的に失敗する。
　キャストが《暴露》を使用しようとした場合、さざ
れ石が《天罰》《電脳神》を使用して妨害する。
　またキャストが《タイムリー》《天罰》《電脳神》な
どの神業をFS判定に使用した場合には、即座に達成
値21の進行判定に成功したものとする。
　FS判定が終了したならば、岩崎御庭番衆には本社
から撤退命令がくだる。敵ゲストやトループが残って
いたとしてもカット進行は終了する。

◆描写
　飛礫ジロウが刃を構えると、ストリートの闇の中
からゆらりゆらりと影が立ち上がる。
　同時に飛礫ジロウのそばに人魂が浮かびあがり、
若い男の声でささやいた (*11)。
▼セリフ：さざれ石
「飛礫さま、シノビの配置を完了しました。幻術の準

備も万端です。もはやこの地は、我らの手中にありま

す」

クライマックスフェイズ
Climax Phase

名称
敗北条件

制限
支援判定

進行値
カウンター

進行値	 　　　　技能	 　目標値	 　　  進行修正　　　備考

1
16

2
17

3
18

4
19

5
20

6
21

7
22

8
23

9
24

10
25

11
26

12
27

13
28

14
29

15
30

内容：イワサキと千早が共同開発したウイルス

兵器。その治療プロトコルを確立する。

　ただしそのためには《暴露》によって世界中

の人々に呼びかけ、協力をあおぐ必要がある。

《暴露》を使用せずに、FS 判定を行うと自動

的に失敗する。FS判定のカットは、戦闘の開

始とともにかぞえはじめる。

　初期段階ではまずウイルスのデータを確保す

る。ウイルスのデータは、イワサキのデータ

ベースにあり、ハッキングもしくはイワサキ内

部に協力者を見つける必要がある。進行判定の

「技能」は〈電脳〉〈社会：企業、テクノロジー〉

技能、「目標値」は8となる。

　「進行修正」は 1だが、〈電脳〉で判定する

場合は所持しているタップのサイクルを「進行

修正」の値としてもよい。

・イベント

進行値３：世界各地の技術者達はウイルスの解

析を開始する。〈医療〉〈社会：テクノロジー〉、

「目標値」を6となる。

進行値６：治療プロトコルは完成した。しかし

期限までにワッケーロ現場スタッフに治療キッ

トを届けなければならない。輸送計画を立てる

必要がある。進行判定の「技能」をすべての〈社

会〉〈コネ〉技能、「目標値」を10に変更。

敗北：ロビン・セルカークを安全に回収する見

込みはたたない。もし強引に回収したなら、ウ

イルスはワッケーロの宇宙船をつうじて人類社

会に持ち込まれる。ロビン・セルカークは回収

後まもなく発症し、短時間の発作ののち死亡す

る。地球に帰還することはできない。

ロビン・セルカーク治療計画
3カット経過

なし
〈電脳〉〈交渉〉〈社会：メディア、テクノロジー〉

初期

3

6

〈電脳〉〈社会：企業、テクノロジー〉

〈医療〉〈社会：テクノロジー〉

すべての〈社会〉〈コネ〉

8

6

10

1

1

1

〈電脳〉で判定する場合、所持しているタップのサイクルを「進行修正」の値とする。
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▼セリフ：岩崎御庭番衆
「御恩と奉公！」

（FS判定が成功した）「任務失敗……撤退する」

◆結末
　救出計画の結末については、語るまでもないだろう。
こうして“星を漂える男”は“星を漂った男”となっ
た。シーンを終了する。

「さあ、どうか我らにご命令ください。飛礫さまの御

言葉を軽んじる、地上の蛮人どもに、地獄をみせてや

りましょう！」

（飛礫ジロウが倒れた）「そんな、飛礫さまが……!?　

くっ……御意志は私が継ぎます。御庭番衆よ、私の指

示に従え！」

（倒れた）「飛礫さま……申し訳ありません」

（FS判定が成功した）「ありえない！　イワサキがなし

えなかった奇跡を、地上の者達が起こすなど……！」

▼セリフ：飛礫ジロウ
「われらシノビを、ひとりふたりを倒したとて、無

駄なこと。岩崎御庭番衆は必ずおまえ達を止める

……！」

（倒れた）「ついにこの日が来たか……南無阿弥陀仏」

（FS判定が成功した）「我々の負けだ。我らイワサキの

醜聞は知れ渡り、もはや大義もない。退かせてもらお

う……」

●エンディング１：宇宙のあいさつ
シーンプレイヤー：『④ニューロ』

◆解説
　『④ニューロ』のエンディング。『④ニューロ』の偉
業は、世界中のニューロキッズ達を熱狂させる。そこ
にロビン・セルカークがお礼を言いに来る。

◆描写
　キミがいつものようにイントロンすると、喝采が
包み込んだ。人々の中央に、ロビン・セルカークの
アイコンが浮いていた。
▼セリフ：集まった人々

「さすが『④ニューロ』だ！　メガコーポができなかっ

た、奇跡を成し遂げた。あんたは伝説だ！」

▼セリフ：ロビン・セルカーク
「あー……あらためて、挨拶するのは照れるな。退

屈な検査も終わって、明日Ｎ◎ＶＡに降りることに

なった。きっと取材に忙殺される。だから今のうちに

……って思ったんだ」

「『④ニューロ』、暗闇にとりこのこされた俺に、最初

に手をさしのべてくれたのはキミだ。あのとき、キミ

の声がどんなに心強かったことか！」

「ありがとう。俺がこうしてここにいられるのは、キ

ミのおかげだ」

◆結末
　『④ニューロ』がこたえたなら、シーンを終了する。

●エンディング２：あなたの人生の物語
シーンプレイヤー：『③カブト』

◆解説
　『③カブト』のエンディング。結城あやがは依頼を
達成した『③カブト』の労苦をねぎらう。彼女は『①トー
キー』による報道が、大当たりしたことをよろこぶ。

◆描写
　チャンネル99のオフィス。DAKのスクリーン
に、キミが撮影した映像が流れている。
　結城あやは満足気にうなずいた。
▼セリフ：結城あや
「ありがとう。“星を漂った男”の番組、すごい反響だっ

たわ。それもこれも、あなたが『①トーキー』を守り

ぬいてくれたおかげよ」

「こんな仕事をしてるとね。時々、むなしくなるの。

私達の報道に、なんの意味があるんだろうって……で

も、今回は違う。『人を救った』って、胸を張れるわ」

「ふふ、誰かを守るっていいものね。『③カブト』」

◆結末
　『③カブト』が返事をしたところで、シーンを終了
する。

エンディングフェイズ
Ending Phase
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●エンディング３：つぎの岩につづく
シーンプレイヤー：『②フェイト』

◆解説
　『②フェイト』のエンディング。礎典子が礼をいい
にくるシーン。

◆描写
　あの全世界を揺るがした“星を漂った男”事件か
らしばらくたったころ。礎典子がキミのことを訪ね
てきた。明日、オービタル・イワサキにもどるという。
▼セリフ：礎典子

「……本当にありがとうございます。私は大変な間違

いをおかすところでした」

「イワサキ・グループは父とあなたがたの命を奪おう

としました。そんな組織に身をゆだねる私を軽蔑しま

すか？」

「私はもう礎家の娘で、イワサキのエグゼクです。私

のゆく道は変わりません。これがイワサキのやりかた

であるというのなら、私が中から変えてみせます」

「私にはふたりの父がいます。ふたりとも、私の人生

を決めてくれた、大切な家族です」

◆結末
　礎典子は暖かなほほえみを浮かべた。シーン終了。

●エンディング４：漂った男
シーンプレイヤー：『①トーキー』

◆解説
　『①トーキー』のエンディング。『①トーキー』のも
とにロビン・セルカークがたずねてくる。一躍スター
になった彼だったが、もう一度宇宙にもどるという。

◆描写
　それからのロビン・セルカークはちょっとしたス
ターだった。ウイルス治療のためにＮ◎ＶＡに降り
立った彼には、取材や講演の依頼が殺到した。書籍
も何冊か出版され、ロビン・セルカークは息つく暇
もないようだった。
　そんなある日のこと、ロビン・セルカークがキミ
のもとを訪ねてきた。
▼セリフ：ロビン・セルカーク

「よう、『①トーキー』。元気にやってたかい？」

「俺はご覧のありさまさ。こんな上等なスーツなんか

着せられちまって、今じゃあちこちひっぱりだこ。娘

とも会えた。人生の絶頂だ」

「……けどな、『①トーキー』。いろいろ考えたんだが、

もう一度、宇宙に行こうと思うんだ」

「ワッケーロと組んで、フェスラー家の軌道施設で働

かないかって話が来てるんだ。断れないだろ？　それ

にまあ……もう一度、夢をみてみるのも悪くないかと

思ってさ」

「やっぱり、宇宙が俺の居場所なんだ」

◆結末
　そして“星を漂った男”はまた星を目指す。シーン
終了。

■ポストアクト
　各々のエンティングを演出したならば、経験点の計
算等、ポストアクトの準備に入る。ロビン・セルカー
クを救出していれば［SPS：ロビン・セルカークを救
出する］を達成したとみなす。SPSは経験点5点となる。
　ポストアクト後、シナリオは終了となる。

●シナリオのコンセプト
　『星を漂った男』は、宇宙空間における災害救助を題材としたシナリオだ。同時

にニューロエイジに君臨するメガコーポと、大衆の戦いをあつかった物語でもある。

　メガコーポが見捨てた無力な宇宙労働者。キャスト達は彼を救うために、奔走す

ることとなる。

●人と人をつなげる
　キャストは宇宙に直接行くことはなく、また宇宙開発の専門知識を求められるこ

ともない。これは参加できるキャストの間口を広げるための工夫だ。

　キャストがすべきことは必要な知識や設備をもった専門家同士をつなぎあわせ、

それをまとめあげることである。

　キャストは〈社会〉や〈コネ〉をもちいて、情報収集をすすめていくことになる。

これらはどれも人とのつながりをあらわす技能だ。たとえアクトに直接登場しなく

とも、キャスト達の手にする情報は、多くの人々の協力によって得られたものなの

だ。

　こうした技能の裏側にいる人々に想像をめぐらせると、アクトはより深みを増す

だろう。

●プレイヤー 3 人用のバランス調整
　このシナリオはプレイヤー3人でプレイすることが可能である。その場合は以

下のバランス調整を推奨する。

▼クライマックス 1：老いたる霊長類の星への賛歌

・各カットのクリンナッププロセスに新たに追加される岩崎御庭番衆（カゲ・トルー

プ）を1トループに変更する。

・FS判定開始時の「進行値」を2に、すべての進行判定の「進行修正」を2に変

更する。

　また、キャストに戦闘で使用できる神業が少ないようであれば、さらに以下のバ

ランス調整を行うとよいだろう。

▼クライマックス 1：老いたる霊長類の星への賛歌

・トループの追加を、さざれ石の《天罰》の効果として扱い、《天罰》を使用済みにする。

シナリオ運用の指針
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星を漂った男

▼一般技能
３♠♧♥♦ 隠密
３♠♧♥♦ ★白兵

▼スタイル技能
２♠♧♥♢ †葉隠 （TNX207）

２♠♧♥♢ ※影手 （TOS97）

３♤♧♡♢ 影化 （TNX208）

▼アウトフィット
・閃鋼 .........................................電：16 ／隠：15（TNX241）
セットアッププロセスに使用。シーン中、【CS】+6する。

・御剣 .........................................電：15 ／隠：13 （CTL102）
攻：P+5　受：3　射程：至近　防（S／P／ I）：3／2／5

装備者の【CSベース】に常に+2する。

▼戦闘プラン
　カット進行開始時に、さざれ石に《ファイト！》を使用し、《電脳神》を増やす。
　セットアッププロセスで閃鋼を使用。自身の【CS】をシーン終了まで+6する。
　メジャーアクションで〈白兵〉〈隠密〉〈葉隠〉〈影手〉の組み合わせで至近距離の対象に物理攻撃を行う。判
定値は+3で、ダメージは［P+12］。1点でもダメージを与えた場合、対象は【生命】の制御判定。失敗した
なら［気絶］、成功したなら［BS：酩酊（小）］を与える。

飛
つ ぶ て

礫ジロウ
ミストレス、クグツ●、カゲ◎

▼設定
「今こそイワサキの大恩に対し、われら奉公をもって
こたえるとき」
　岩崎御庭番衆のシノビ。痩躯の中年男性であり、普
段は冴えないクグツとしてイワサキに努めている。し
かしその正体は、篁綾の信頼あつい懐刀。みずから後
継者として育てあげたさざれ石とともに、さまざまな
非合法活動に従事。成果をあげてきた。

▼神業

ファイト！■　完全偽装■　不可知□
▼能力値／制御値

♠理性： 7／13 ♣感情： 3／14
♥生命： 7／11 ♦外界： 5／10

▼戦闘データ

【CS】 10 【AR】 1
【防御力】S：3／P：2／ I：5

▼一般技能
４♠♣♥♦ ★心理
３♠♣♡♦ 電脳
２♤♣♡♦ ★自我

▼スタイル技能
３♠♣♡♦ †サイコロジー （TNX193）

３♠♣♡♦ †ゲシュタルト崩壊 （TNX193）

２♤♣♡♦ ※封印記憶：魔女の指先（TNX217）
２♤♧♡♢ 01フィーリング （TNX224）

２♠♧♡♦ †ターボブースト （TNX225）

▼アウトフィット
・WIZ-X......................................電：12 ／隠：13（TNX244）
・ATスレイヤー ....................電：14 ／隠：13（TNX245）
精神攻撃で与える精神ダメージに常に+2する。

・優雅 .........................................電：14 ／隠：15 （CTL97）
防（S／P／ I）：2／1／3

▼戦闘プラン
セットアッププロセスで〈電脳〉〈ターボブースト〉を使用。目標値は10。さざれ石の【CS】をカット終了
まで+［判定に使用したカードの数字］する。
　メジャーアクションで〈心理〉〈電脳〉〈サイコロジー〉〈ゲシュタルト崩壊〉の組み合わせで長距離までの対
象に精神攻撃を行う。判定値は+2で、ダメージは2+［差分値ダメージ］。
　またキャストが判定する際に〈封印記憶：魔女の指先〉を使用し、達成値を -2する。目標値は対象の制御値。
1カットに1回まで使用可能。
　キャストが《暴露》を使用した場合、《天罰》《電脳神》で妨害する。しかしゲストが戦闘不能ダメージを受
けたなら、防御系神業として使用する。

さざれ石
カリスマ、ハイランダー◎●、ニューロ

▼設定
「地上の蛮人どもに、地獄をみせてやりましょう！」
　岩崎御庭番衆に加わった若衆。天上の名家で生をう
けたが、家督争いにやぶれ、生家を追われた。
　拡張現実をもちいた幻術を得意とする。入社以来、
自分を世話をしてくれている飛礫ジロウにふかい情愛
を抱き、慕っている。
　飛礫ジロウが倒れると、ペルソナをカリスマに変更
し、シノビ達を指揮する。

▼神業

神の御言葉□　天罰□　電脳神□□
▼能力値／制御値

♠理性： 6／13 ♣感情： 8／15
♥生命： 4／ 8 ♦外界： 8／15

▼戦闘データ

【CS】 9 【AR】 1
【防御力】S：2／P：1／ I：3

▼一般技能
３♠♧♥♦ ★白兵

▼スタイル技能
３♠♧♥♦ 彫像 （TOS97）

▼アウトフィット
・隠牙 .........................................電：11 ／隠：17 （CTL92）
攻：S+4　受：1　射程：至近　投射専用。

投射時は［射：近］となる。

・アーマージャケット .........電：12 ／隠：12（TNX238）
防（S／P／ I）：1／1／2

▼戦闘プラン
　メジャーアクションで〈白兵〉〈彫像〉で近距離までの対象に投射で物理攻撃を行う。ダメージは［S+4］。
この攻撃で1点でもダメージを与えた場合、対象に［BS: 狼狽］を与える。

岩崎御庭番衆トループ
カゲ4レベルトループ

▼設定
　イワサキが抱えるシノビと呼ばれる非合法工作員。

▼能力値／制御値

♠理性： 7／8 ♣感情： 4／9
♥生命： 6／8 ♦外界： 6／7

▼戦闘データ

【CS】 4 【AR】 1
【防御力】S：1／P：1／ I：2
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